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PM2.5や黄砂など、大気微粒子を捕集する新しい

サンプラーである。本装置を使えば、Siウエハ上に粒

子が捕集でき、右図のように、電子顕微鏡などで粒

子を一つ一つ、明瞭に観察することができる。

また、ウエハ上に粒子を均一に捕集するための工

夫を凝らした。そのため、SEMで粒子を数えたり、粒

径分布計測や形状識別などの画像処理が可能で、

大気中にどのような粒子群があったのかについても、

情報が得られる。
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サンプラー本体

吸引ポンプ

特長1: 平滑なSiウエハ上に捕集できるため、
観察がしやすい。

特長2: Siウエハを走査させながら捕集するた
め、ウエハ上に均等に捕集できる。

従来法（フィルター） 本方法（Siウエハ）装置は電池駆動で、小型

軽量のため、「いつでも、ど

こでも」サンプリングができ

る。捕集基板には6ミリx6ミ

リのSiウエハを用いる。これ

により、従来のフィルター方

式よりも、各段に粒子を観

察しやすくなっている。した

がって、電子顕微鏡観察粒

径分布や形状分別などの

画像処理が可能である。ま

た、吹付ノズルとSiウエハを

相対的に動かしながら捕集

することで、2ミリx2ミリの範

囲に粒子を均等に捕集する

ことができるようになった。

本研究はJST・先端計測の
開発成果に基づくものです。

● 大気化学分野： PM2.5や黄砂の形状観察・統計処理によるモニタリングや起源解析

● 工業分野： 排ガス等の評価、発生源対策

● 精密加工分野： クリーンルーム大気中の微粒子評価、発生源解析
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アスペクト比、周囲長、フェレ径などの形状

パラメータから、粒子を形状ごとに分類・カ

ウントするソフトウェアを開発した。右図は

多数粒子を解析にかけ、３つのタイプの粒

子形状に分別した結果である。Siウエハを

走査しながら捕集するため、ウエハ上の場

所による粒子の捕集にばらつきがなく、信

頼性の高い統計情報が得られる。

同様の実験を従来型サンプリング方式（Ag

フィルター、ガラス繊維フィルター、ポリカー

ボネートフィルタ）で行ってみると、形状に

関する情報は得られず、本捕集装置の特

長が明らかになった。

サンプリング～SEM観察、統計処理まで数

時間で可能であり、粒子の定点観測や場

所による違いの測定も可能である。

本研究はJST・先端計測の
開発成果に基づくものです。

● 大気化学分野： PM2.5や黄砂の形状観察・統計処理によるモニタリングや起源解析

● 工業分野： 排ガス等の評価、発生源対策

● 精密加工分野： クリーンルーム大気中の微粒子評価、発生源解析

二値化、輪郭抽出

微粒子を平滑なSiウエハ上に

捕集できるため、SEM画像を二

値化・輪郭抽出す るこ とで、

個々の粒子の大きさ・形状に関

するパラメータを得ることができ

る。それにより、個別粒子の観

察だけではなく、多数粒子の統

計情報を抽出することができる。


